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登
校
す
る
子
ど
も
た
ち
を
迎
え
る

校
長
先
生

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

　

虚
読
書
は
心
を
落
ち
着
か
せ
、
ス

ト
レ
ス
を
発
散
し
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
病
や
う
つ
病
の
予
防
に
も
つ
な
が

る
。
活
字
文
化
の
復
活
で
健
康
な
ま

ち
づ
く
り
を
提
案
す
る
。
借
り
た
本

の
履
歴
を
目
に
見
え
る
形
で
残
し
、

読
書
意
欲
を
高
め
る
「
読
書
通
帳
」

を
導
入
し
な
い
か
。
ま
た
、
様
々
な

店
先
な
ど
を
お
借
り
す
る
な
ど
、
い

つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
も
が
本

と
出
合
え
る
ま
ち
に
し
な
い
か
。

　

教
育
長　

図
書
館
充
実
は
課
題
で

あ
り
、
着
実
な
充
実
が
大
事
だ
と
考

え
る
。
様
々
な
提
案
を
、
今
後
の
研

究
の
資
料
に
し
た
い
。

　

許
認
知
症
対
策
は
、
早
期
発
見
や

周
囲
の
理
解
が
重
要
で
あ
る
。
多
摩

　

市
で
子
ど
も
向
け
講
座
の
未
実
施

２６の
自
治
体
は
残
り
４
市
で
あ
る
。

危
険
ド
ラ
ッ
グ
か

危
険
ド
ラ
ッ
グ
か
らら

市
民
を
守
る
た
め

市
民
を
守
る
た
め
にに

「
認
知
症
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
」
を
実
施
し
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

有
効
な
取
組
で

あ
る
。
出
前
講
座
の
活
用
な
ど
、
実

施
に
向
け
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

　

距
危
険
ド
ラ
ッ

グ
か
ら
市
民
を
守

る
た
め
に
、
大
人

向
け
の
対
応
も
更

に
行
う
べ
き
。
駅

前
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
や
、
市
報
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
特

集
ペ
ー
ジ
を
組
む

な
ど
で
き
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

大
人
向
け
の
対

策
も
含
め
、
啓
発
に
取
り
組
む
。
市

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
実
施
す
る
方
向
で
ま
ず
は
検

討
し
た
い
。

五
十
嵐
京
子
（
改
革
連
合
）

　

虚
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護

の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
法
律

が
制
定
さ
れ
た
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
は
、
介
護
と
医
療
が

ス
ク
ラ
ム
を
組
む
こ
と
で
初
め
て
で

き
て
い
く
。
契
在
宅
医
療
の
充
実
が

大
き
な
柱
だ
と
思
う
が
、
市
の
認
識

は
。
形
医
師
会
と
の
話
し
合
い
が
欠

か
せ
な
い
が
、
連
携
の
現
状
は
。
径

介
護
保
険
者
で
あ
る
市
の
役
割
は
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
認
識
は
同
じ

で
あ
る
。
形
医
療
問
題
連
絡
協
議
会

が
あ
り
、
そ
ち
ら
か
ら
も
協
力
の
要

望
が
出
て
い
る
。
径
在
宅
医
療
と
介

護
の
連
携
に
関
わ
る
多
職
種
連
携
の

た
め
の
事
業
化
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
保
険
者
の
役
割
と
考
え
る
。

　

許
公
民
館
貫
井
北
セ
ン
タ
ー
が
オ

ー
プ
ン
し
て
５
か
月
。
契
初
め
て
の

在
宅
医
療
の
推
進
に
つ
い

在
宅
医
療
の
推
進
に
つ
い
てて

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
運
営
に
対
す
る
市
の
評

価
は
。
形
２
年
目
に
向
け
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
だ
か
ら
で
き
る
柔
軟
性
に
富
ん

だ
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
て
い
く
べ
き
。

正
会
員
の
役
割
を
ど
う
考
え
る
か
。

径
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が

や
る
こ
と
で
、
独

自
性
が
発
揮
で
き

る
よ
う
裁
量
権
を

広
げ
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

生
涯
学
習
部
長

　

契
成
果
が
上
が

っ
て
い
る
と
評
価

し
て
い
る
。
形
正

遠
藤
百
合
子
（
自
民
党
小
金
井
）

　

虚
地
域
安
全
課
や
教
育
委
員
会
、

自
治
会
、
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
小
金

井
警
察
署
等
の
協
力
で
地
域
の
安
全

が
守
ら
れ
て
い
る
。
契
子
ど
も
を
見

守
る
家
、
カ
ン
ガ
ル
ー
の
ポ
ケ
ッ
ト

の
今
後
は
。
形
安
全
安
心
メ
ー
ル
の

広
が
り
は
。
径
弁
天
通
踏
切
跡
付
近

の
安
全
対
策
は
。
恵
わ
ん
わ
ん
パ
ト

ロ
ー
ル
の
動
向
は
。
慶
袖
ヶ
浦
市
の

高
齢
者
見
守
り
を
参
考
に
し
な
い
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

契
千　

件
の
登

３２４

録
数
。
地
域
安
全
マ
ッ
プ
作
り
や
セ

ー
フ
テ
ィ
教
室
で
児
童
に
周
知
。
径

通
学
路
監
視
委
託
で
安
全
を
確
保
。

　

危
機
管
理
担
当
部
長　

契
市
民
防

犯
講
習
会
で
啓
発
。
形
約
９
千　

件
５００

の
登
録
数
。
振
り
込
め
詐
欺
等
の
内

容
を
配
信
。
恵
募
集
は
小
金
井
警
察

署
で
行
っ
て
い
る
。

地
域
の
見
守
り
ネ
ッ

地
域
の
見
守
り
ネ
ッ
トト

ワ
ー
ク
の
再
確
認

ワ
ー
ク
の
再
確
認
をを

　

都
市
整
備
部
長　

径
信
号
機
設
置

を
小
金
井
警
察
署
に
お
願
い
し
た
い
。

　

福
祉
保
健
部
長　

慶
高
齢
者
の
見

守
り
は
、
協
議
し
つ
つ
検
討
し
た
い
。

　

許
信
号
機
の
設
置
が
難
し
い
交
通

危
険
箇
所
の
安
全
対
策
は
。

　

都
市
整
備
部
長　

小
金
井
警
察
署

で
は
、
横
断
歩
道
の
引
き
直
し
、
横

断
歩
道
あ
り
の
看
板
設
置
、
横
断
歩

道
標
識
を
道
路
上
に
オ
ー
バ
ー
ハ
ン

グ
の
形
で
設
置
。
市
で
は
、
路
面
の

カ
ラ
ー
舗
装
、
減
速
マ
ー
ク
の
路
面

表
示
、
注
意
喚
起
看
板
等
を
設
置
。

■
そ
の
他
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
等
薬
物

乱
用
防
止
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

岸
田
正
義
（
市
議
会
民
主
党
）

　

虚
コ
コ
バ
ス
運
営
に
つ
い
て
。
契

赤
字
削
減
に
向
け
バ
ス
停
の
広
告
や

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
検
討
は
。
形

目
的
と
効
果
を
考
慮
し
た
補
助
金
上

限
額
の
考
え
方
は
。
径
限
り
あ
る
財

源
だ
か
ら
こ
そ
選
択
と
集
中
が
必
要

で
あ
り
、
持
続
可
能
な
運
営
指
針
が

必
要
で
は
。
恵
バ
ス
よ
り
安
価
で
狭

い
道
路
に
対
応
可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
タ
ク
シ
ー
の
導
入
や
地
域
住
民
が

支
え
育
て
る
仕
組
み
作
り
の
検
討
を
。

　

都
市
整
備
部
長　

契
検
討
に
至
っ

て
お
ら
ず
、
今
後
研
究
す
る
。
形
補

助
金
の
上
限
額
を
定
め
る
こ
と
は
難

し
い
。
径
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

恵
今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

許
不
登
校
児
童
へ
の
対
応
に
つ
い

て
。
契
児
童
相
談
で
も
教
育
相
談
で

も
、
保
護
者
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ

コ
コ
バ
ス
運
営

コ
コ
バ
ス
運
営
とと

不
登
校
児
童
へ
の
対
応

不
登
校
児
童
へ
の
対
応
はは

た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
対
応
を
。
形
行

政
は
待
ち
の
対
応
が
基
本
だ
が
積
極

的
な
相
談
対
応
を
。
ま
た
、
学
齢
期

中
の
復
学
を
切
望
す
る
保
護
者
の
思

い
へ
の
見
解
は
。
径
不
登
校
に
な
っ

て
か
ら
の
対
症
療
法
的
対
応
で
は
限

界
が
あ
る
。
未
然
予
防
が
必
要
で
は
。

　

学
校
教
育
部
長　

契
関
係
機
関
が

連
携
を
取
り
合
い
、
迅
速
丁
寧
な
対

応
に
努
め
て
い
る
。

　

教
育
長　

形
状
況
を
理
解
し
つ
つ
、

学
校
復
帰
に
向
け
て
支
援
を
行
う
こ

と
が
大
変
重
要
。
径
不
登
校
に
な
る

前
に
そ
う
い
う
傾
向
を
つ
か
み
、
丁

寧
に
対
応
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
。

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

　

虚
犬
猫
の
殺
処
分
ゼ
ロ
を
目
指
し
、

人
と
動
物
が
幸
せ
に
暮
ら
す
社
会
の

実
現
を
。
契
ペ
ッ
ト
を
育
て
る
マ
ナ

ー
講
習
会
の
実
施
を
。
形
野
良
猫
被

害
を
広
げ
な
い
た
め
の
施
策
を
。
径

災
害
時
の
ペ
ッ
ト
救
護
策
は
万
全
か
。

　

環
境
部
長　

契
東
京
都
発
行
の

「
い
ぬ
・
ね
こ
手
帳
」
に
は
犬
猫
を

飼
う
と
き
の
６
か
条
が
あ
り
、
最
後

ま
で
責
任
を
持
っ
て
飼
う
な
ど
の
諸

注
意
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を

市
民
に
周
知
し
た
い
。
形
既
に
廃
止

し
た
不
妊
手
術
助
成
制
度
の
復
活
は

考
え
て
い
な
い
。

　

危
機
管
理
担
当
部
長　

径
市
獣
医

師
会
と
災
害
時
の
動
物
救
護
活
動
へ

の
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
総
合
防
災

訓
練
で
本
部
訓
練
を
実
施
す
る
予
定
。

　

許　

月
か
ら
「
高
齢
者
用
肺
炎
球

１０

今
こ
そ
高
齢
者

今
こ
そ
高
齢
者
のの

肺
炎
予
防

肺
炎
予
防
をを

菌
ワ
ク
チ
ン
」
の
定
期
接
種
化
が
実

現
し
た
。
契
任
意
接
種
の
状
況
は
。

形
定
期
接
種
制
度
へ
の
対
応
は
。
径

一
生
に
一
度
、
１
回
限
り
の
機
会
を

逃
さ
な
い
よ
う
、
全
対
象
者
へ
個
別

に
通
知
を
送
付
し
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
平
成　

～　
２２

２５

年
度
に
、
全
対
象
者
の
７
％
で
あ
る

千　

人
が
接
種
し
た
。
形　

歳
以
降

７７５

６５

５
歳
刻
み
の
方
と　

歳
以
上
の
方
が

１００

対
象
。
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ポ

ス
タ
ー
で
周
知
す
る
。
径
接
種
希
望

者
へ
分
か
り
や
す
い
周
知
に
努
め
る
。

■
そ
の
他
、
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。　

身
近
な
条
例
の
役
割

身
近
な
条
例
の
役
割
とと

実
効
性
に
つ
い

実
効
性
に
つ
い
てて

湯
沢
綾
子
（
自
民
党
小
金
井
）

　

虚
本
市
に
は
「
ま
ち
を
き
れ
い
に

す
る
条
例
」
が
あ
る
が
、
路
上
喫
煙

の
禁
止
や
自
動
販
売
機
の
そ
ば
に
ご

み
箱
を
設
置
す
る
義
務
等
、
必
ず
し

も
守
ら
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。

真
面
目
に
条
例
を
守
っ
て
い
る
市
民

が
損
を
す
る
よ
う
な
運
用
だ
け
は
す

べ
き
で
な
い
。
も
し
規
定
に
実
効
性

が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
見
直
す
こ
と

も
必
要
と
思
う
。
自
販
機
の
回
収
容

器
の
設
置
に
つ
い
て
、
現
状
を
把
握

し
、
条
例
に
定
め
る
指
導
や
勧
告
等

の
措
置
を
行
っ
て
い
る
か
。

　

環
境
部
長　

現
状
調
査
は
年
度
内

に
終
了
す
る
。
個
別
の
対
応
で
難
し

い
こ
と
も
あ
る
が
、
条
例
が
あ
る
以

上
使
命
と
し
て
当
然
行
っ
て
い
く
。

　

許
近
年
空
き
家
の
存
在
が
問
題
視

さ
れ
て
お
り
、
法
律
や
条
例
に
よ
る

対
策
が
必
要
な
状
況
に
あ
る
。
空
き

家
が
持
つ
問
題
に
は
、
環
境
面
な
い

し
倒
壊
の
お
そ
れ
と
い
っ
た
防
災
上

深
刻
な
事
態
ま
で
多
く
の
側
面
が
あ

る
が
、
税
法
上
の
課
題
も
あ
り
、
行

政
が
撤
去
を
指
導
す
る
だ
け
で
は
所

有
者
が
応
じ
な
い
ケ
ー
ス
も
想
定
さ

れ
る
。
少
な
く
と
も
市
民
の
生
命
・

身
体
に
危
険
を
及
ぼ
す
よ
う
な
状
況

に
あ
る
場
合
に
は
、
行
政
代
執
行
に

よ
る
強
制
撤
去
も
可
能
と
な
る
よ
う

制
度
設
計
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

危
機
管
理
担
当
部
長　

や
は
り
一

定
の
根
拠
と
な
る
も
の
が
あ
る
と
実

効
性
が
期
待
で
き
る
と
考
え
る
。

会
員
は
事
業
運
営
に
自
ら
参
画
す
る

役
割
を
持
っ
て
い
る
。
径
将
来
的
に

ど
の
よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
し

て
い
く
か
も
含
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
側

と
も
協
議
し
た
い
。

厚生労働省の危険ドラッグ
禁止啓発ポスター

平成２６年４月にオープンした
貫井北センター


